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2
0
2
5
年
に
50
周
年
を
迎
え
る
県
民

ホ
ー
ル
は
、
1
9
7
5
年
1
月
17
日
、

横
浜
港
を
望
む
山
下
公
園
通
り
に
開
館
し

ま
し
た
。

充
実
し
た
舞
台
機
構
を
備
え
る
約
2
5


0
0
席
の
大
ホ
ー
ル
と
、
公
立
ホ
ー
ル
初

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
も
つ
小
ホ
ー
ル
、
吹

き
抜
け
が
特
徴
的
な
展
示
室
を
は
じ
め
と

し
た
広
大
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
擁
す
る
県
民

ホ
ー
ル
。
ホ
ー
ル
で
は
国
内
外
の
舞
踊
や

音
楽
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
舞
台
芸
術
、
そ
し

て
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
公
演
な
ど
が
あ
り
、ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
現
代
作
家
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
県
民

の
発
表
の
場
と
し
て
も
幅
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

1
9
9
4
年
に
神
奈
川
芸
術
文
化
財
団

に
よ
る
運
営
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
新
し

い
オ
ペ
ラ
の
制
作
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
ス
の
招
へ
い
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
し

た
複
合
的
な
演
出
表
現
の
追
求
な
ど
、
新

た
な
創
造
の
場
と
し
て
も
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
2
0
1
1
年
か
ら
は
、
子
ど
も
も

大
人
も
気
軽
に
劇
場
体
験
が
で
き
る「
オ
ー

プ
ン
シ
ア
タ
ー
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
よ

り
多
く
の
観
客
に
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
多
彩
な
芸
術
表
現
を
育
ん
で
き

た
県
民
ホ
ー
ル
で
す
が
、
老
朽
化
に
よ
り

2
0
2
5
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
休
館
し

ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
県
内
の
文
化
芸
術

を
長
年
見
て
き
た
神
奈
川
新
聞
社

元
文

化
部
長
の
丸
山
孝
さ
ん
や
県
民
ホ
ー
ル
・

現
オ
ル
ガ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
田
恵

子
さ
ん
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
初
代
学
芸
員
で

あ
る
藤
嶋
俊
會
さ
ん
と
と
も
に
、
各
会
場

の
県
民
ホ
ー
ル
主
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心

と
し
た
動
き
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
県
の
ポ
ッ
プ
ス
シ
ー
ン

に
お
い
て
も
重
要
な
場
所
だ
っ
た
県
民

ホ
ー
ル
が
、
県
民
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
、
ラ
ジ

オ
D
J
の
栗
原
治
久
さ
ん
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「IN
T
ERV

IEW

」
に
は
、
2
0
1
9

年
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
を
開
い
た
美
術

作
家
・
舞
台
演
出
家
の
や
な
ぎ
み
わ
さ
ん

と
、
50
周
年
記
念
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズV

ol.1

で
演
出
を
手
が
け
た
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家

の
平
原
慎
太
郎
さ
ん
が
登
場
。
県
民
ホ
ー

ル
で
の
制
作
や
、
今
後
の
関
心
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
民
ホ
ー
ル
と
ゆ
か
り
の
深

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
者
、
県
内
の
メ

デ
ィ
ア
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
地
域
団
体
な

ど
、
複
数
の
視
点
か
ら
、
県
民
ホ
ー
ル
が

つ
な
い
で
き
た
50
年
の
歩
み
を
お
届
け
し

ま
す
。

県民とともに歩み、

世代を超えて愛されてきた県民ホールが、

2025年3月末をもって休館します。

ジャンルも時代も、プロアマも問わず、

あらゆる芸術文化に触れられるこの場所で、

あなたはどんなシーンに出会いましたか？

つないできたもの
施設内写真：青柳 聡
屋外写真：大野隆介
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つくり、届け、
神奈川県民ホールの50年

特
　
集
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招へい：ジャパン・アーツ

招へい：日本舞台芸術振興会

招へい：日本舞台芸術振興会

1
9
9
4

1
9
9
3

1
9
9
0

1
9
7
9

1
9
7
6

1
9
7
5

神
奈
川
芸
術
文
化
財
団
が
施
設
の
管
理
運
営
を
受
託

團
伊
玖
磨
が
初
代
芸
術
総
監
督
に
就
任

「
神
奈
川
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
始

「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ツ
・
シ
リ
ー
ズ
」開
始

神
奈
川
芸
術
文
化
財
団
設
立

小
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
舞
台
正
面
に
移
設

「
神
奈
川
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
始

「
神
奈
川
芸
術
祭
」開
始

開
館「
新
し
い
文
化
へ
の
幕
あ
け
」

「
第
10
回
神
奈
川
県
美
術
展
」（
以
降
毎
年
開
催
）

荒井由実、五木ひろし、井上陽水、
加山雄三、沢田研二、オフコース、
キャンディーズ、西城秀樹、野口五郎、
布施明、美空ひばり、八神純子、山本リンダ
オリビア・ニュートン=ジョン、カーペンターズ、
クインシー・ジョーンズ

小泉今日子、郷ひろみ、さだまさし、サザンオールスターズ、THE ALFEE、
髙橋真梨子、TUBE、浜田省吾、松田聖子、矢沢永吉、山下達郎

オスカー・ピーターソン、ボブ・ジェームス

ASKA、小田和正、GLAY、
米米CLUB、德永 明、
PUFFY、藤井フミヤ、ゆず

70’s80’s90’s

ホ
ー
ル
主
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

大
型
公
演

アーティストたち

カナケンのステージを彩った

50
年
の
歩
み

1975年に開館してからこれまで、多彩な舞台
芸術を届けてきた県民ホール。1994年から
は創作・発信にも力を入れてきました。また、
ポップミュージックの関係者からも「カナケン」
と親しまれ、著名アーティストによるコンサート
も数多く開催されています。

ここでは、ほんの一部ですがホール主催プログ
ラムとこれまでに登場したアーティストを中心に、
県民ホールの50年をふりかえります。

1988
入場者1000万人突破

1975

1983

1985

1986

1987

1988
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2
0
2
5

2
0
2
3

2
0
1
5

2
0
1
1

2
0
0
5

2
0
0
0

1
9
9
5

開
館
50
周
年

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
／
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ス

『
浜
辺
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
2
0
2
2
年
）

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
シ
ャ
リ
ー
ノ『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』（
２
０
２
４
年
）

「
オ
ル
ガ
ン
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

第
4
0
0
回
公
演

開
館
40
周
年

一
柳
慧『
水
炎
伝
説
』

黛
敏
郎『
金
閣
寺
』

「
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
」開
始

開
館
30
周
年

現
代
彫
刻
の
歩
み
Ⅳ

モ
ノ
つ
く
り
の
逆
襲（
2
0
0
4
年
）

一
柳
慧『
愛
の
白
夜
』（
2
0
0
6
年
）

芸
術
総
監
督
に
一
柳
慧
が
就
任

「
神
奈
川
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を

「
神
奈
川
国
際
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」へ
改
名

開
館
20
周
年

團
伊
玖
磨『
素
戔
嗚
』

世
界
初
演（
1
9
9
4
年
）

一
柳
慧《
交
信
》／

カ
ー
ル
・
オ
ル
フ《
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
》

aiko、いきものがかり、及川光博、
ORANGE RANGE、倉木麻衣、

クレイジーケンバンド、ゴスペラーズ、
スピッツ、一青窈、山崎まさよし、レミオロメン

絢香、コブクロ、斉藤和義、
ずっと真夜中でいいのに。、AAA、

ナオト・インティライミ、秦基博、back number、
flumpool、milet、遊助、YUKI

00’s10’s-20’s

記念事業 記念事業 記念事業 記念事業

ミューザ川崎シンフォニーホール
開館

2004
横浜みなとみらいホール

開館

1998

KAAT神奈川芸術劇場
開館

2011

2004
入場者2000万人突破

2023
入場者3000万人突破

1994

1999

2000

2007

2008

2009

2010

2013

2015

2022
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新
聞
社
の
支
局
勤
め
を
経
験
す
る
と
、

市
町
村
で
と
き
お
り
持
ち
上
が
っ
て
く
る

の
が
文
化
ホ
ー
ル
を
造
る
か
、
否
か
と
い

う
よ
う
な
議
論
で
す
。「
い
な
か
で
交
響
曲

を
鳴
ら
し
て
ど
れ
だ
け
お
客
が
集
ま
る
ん

だ
」。
今
な
ら
暴
言
と
非
難
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
が
、
議
員
や
市
民
か
ら
こ
ん
な
声
が
上

が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
建
設

費
や
そ
の
後
の
維
持
費
を
考
え
る
と
無
理

か
ら
ぬ
本
音
で
し
ょ
う
。
ど
の
自
治
体
も

予
算
が
厳
し
い
。
そ
れ
に
、
た
だ
設
置
す

る
だ
け
で
地
域
の
文
化
レ
ベ
ル
が
高
ま
る

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
見
に

は
共
感
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
芸
術
の
ま
ち
が
育

つ
の
か
―
。
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
楽

団
に
貸
館
を
行
う
「
ハ
コ
モ
ノ
」
の
役
割

だ
け
で
は
機
能
し
な
い
で
し
ょ
う
。
創
造

や
発
信
、
さ
ら
に
市
民
が
積
極
的
に
運
営

に
か
か
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
土
壌
も
不
可

欠
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
を
可

能
と
す
る
大
型
施
設
が
１
９
７
５
年
、
音

楽
や
演
劇
の
専
用
ホ
ー
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

が
始
ま
る
80
年
代
よ
り
早
く
横
浜
に
誕
生

し
ま
し
た
。

山
下
公
園
を
望
み
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
や

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
立
ち
並
ぶ
観

光
名
所
に
現
れ
た
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
を

目
に
し
て
、
中
学
生
だ
っ
た
私
の
心
は
妙

に
と
き
め
き
ま
し
た
。
何
か
が
始
ま
る
と

い
う
予
感
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
巨
艦
の
よ
う
な
建
物
は

な
ん
と
前
面
ガ
ラ
ス
張
り
。
当
時
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
直
方
体
の
団

地
ば
か
り
が
各
地
に
目
立
っ
て
い
た
も
の

で
す
か
ら
、
と
に
か
く
異
彩
を
放
ち
ま
し

た
。
ロ
ビ
ー
に
は
赤
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
。
夕

刻
に
な
る
と
そ
の
紅
色
を
含
ん
だ
光
彩
が

威
容
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
、
ま
る
で
神

殿
の
よ
う
で
し
た
。

オ
ペ
ラ
や
交
響
曲
、
ポ
ッ
プ
ス
も
受
け

入
れ
る
２
５
０
０
席
近
い
大
ホ
ー
ル
は
驚

き
で
し
た
。「
聴
衆
と
の
間
に
響
き
あ
い
、

生
ま
れ
る
音
が
ラ
イ
ブ
の
醍
醐
味
で
す
」。

学
生
時
代
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
指
導
し
て

く
れ
た
指
揮
者
福
永
陽
一
郎
さ
ん
が
、
こ

ん
な
風
に
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
や
オ
ー
デ
ィ
オ
が
ど
ん
な
に

発
展
し
て
も
聴
衆
と
向
か
い
合
う
生
演
奏

の
魅
力
は
揺
る
が
な
い
。
ホ
ー
ル
も
ま
た
、

音
楽
の
重
要
な
パ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
横
浜
で
は
、
こ
の
県
民
ホ
ー
ル
の

ほ
か
に
も
室
内
楽
の
県
立
音
楽
堂
、
演
劇

拠
点
で
あ
る
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
す
ぐ
れ
た
創
作
力
、
企
画
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。
文
化
の
「
キ
ン
グ
」「
ク

イ
ー
ン
」「
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
も
い
う
べ
き
3

拠
点
が
県
民
の
芸
術
活
動
を
高
め
た
こ
と

は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
合
唱
団
や

劇
団
の
数
が
全
国
有
数
を
誇
る
と
い
う
活

芸
術
の
ま
ち
を
育
て
た
ホ
ー
ル

大ホール広い舞台と充実した舞台機構を活用し、オペラ、バレエ、オーケストラ
などの大型公演を届けてきた大ホール。

さらに、ポップミュージックのコンサート、国内外の演奏家に
よるリサイタル、合唱や吹奏楽の公演など、幅広く県民に開か
れてきました。オペラの自主制作では、他県の公立劇場との
共同制作、県域巡回公演などにも取り組んでいます。

ここでは、大ホールが神奈川県域において果たしてきた役割について、
神奈川新聞社 元文化部長の丸山孝さんにふりかえっていただきました。
合わせて、ホール主催のプログラムを中心に紹介します。

オペラ、バレエやダンス、オーケストラ―。
約2500⼈の観客を魅了するステージが

繰り広げられた場所
「ファンタスティック・ガラコンサート2023」
写真：長谷川清徳
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英国ロイヤル・オペラ2024年日本公演『リゴレット』
写真：長谷川清徳

一柳 慧×白井 晃　神奈川芸術文化財団芸術監督プロジェクト
Memory of Zero （2019年）

写真：瀬戸秀美
「オープンシアター2022」

写真：川島浩之

一柳慧作曲／オペラ『愛の白夜』3幕5場　世界初演（2006年）
写真：鍔山英次

團伊玖磨作曲／オペラ『素戔嗚』初演（1994年）
写真：鍔山英次

況
ぶ
り
が
そ
の
証
左
で
す
。
こ
の
環
境
を

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
空
気
の
よ
う
に
享
受

で
き
た
こ
と
が
い
か
に
幸
福
だ
っ
た
か
、い

ま
さ
ら
な
が
ら
に
思
い
ま
す
。

93
年
に
は
神
奈
川
芸
術
文
化
財
団
が
生

ま
れ
、
県
民
ホ
ー
ル
は
オ
ペ
ラ
の
自
主
制

作
ま
で
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

團
伊
玖
磨
氏
、
一
柳
慧
氏
と
い
う
日
本
を

代
表
す
る
作
曲
家
が
芸
術
総
監
督
に
あ

た
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

し
ょ
う
。「
素
戔
嗚
」
な
ど
の
名
舞
台
が
神

奈
川
で
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
誇
れ
る
こ
と

で
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
、
芸
術
活
動
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
人
が
集
ま

る
ラ
イ
ブ
の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
は
た
し
て
芸
術

は
「
不
要
不
急
」
な
も
の
な
の
か
、
厳
し

い
問
い
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
人
は
歌
を
な
く
し
て
は
生
き
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
死
を
目
前
に
し
た
人
が
、

幼
い
こ
ろ
に
覚
え
た
童
謡
を
無
意
識
に
口

ず
さ
む
姿
を
私
は
幾
度
か
目
に
し
ま
し
た
。

い
か
な
る
過
酷
な
状
況
下
で
も
人
は
歌
を

求
め
ま
す
。
音
楽
は
心
や
命
を
維
持
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
と
確
信
し
ま

す
。半

世
紀
を
生
き
た
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

も
老
い
て
、
25
年
春
に
休
館
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
ど
う
生
ま
れ
変
わ
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ホ
で
生
活
ス
タ
イ
ル

が
激
変
し
、
音
楽
が
た
や
す
く
手
に
入
る

新
時
代
に
音
楽
ホ
ー
ル
が
ど
う
か
か
わ
っ

た
ら
よ
い
の
か
、
ひ
と
つ
の
答
え
を
示
し

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
神
奈
川
新
聞
社 

元
文
化
部
長
　
丸
山 

孝
）

開館から今日まで、数々のオペラを上演
してきた大ホール。1994年からは、作曲
家の團伊玖磨を芸術総監督に神奈川
芸術文化財団の運営となり、様 な々舞台
芸術を楽しめる県民のためのホールと
して、積極的な自主制作やプロデュース
公演などがスタートします。

その最初の取り組みが、同年に始まった
「開館20周年記念事業」および「第1回
神奈川芸術フェスティバル」で初演された
團伊玖磨作曲のオペラ『素

す さ の お

戔嗚』の制作
です。
その後、一柳慧や、林光、黛敏郎、三善
晃などの作曲で日本オペラを次 に々展開
していきました。

2007年からは、ほかの劇場とともに『ア
イーダ』や『トゥーランドット』などのグラ
ンド・オペラの共同制作を行っています。
2022年には、開館50周年を記念するオ
ペラシリーズを開始。次世代のアーティ
ストを起用したシリーズは平原慎太郎の
新演出による『浜辺のアインシュタイン』
で幕をあけました。

自主制作オペラの歩み

開館時から、数々のグランドオペラを上演して
きました。ベルリン・ドイツ・オペラによるワー
グナーの楽劇『ニーベルングの指環』（1987
年、全曲日本初演）は、日本のオペラブームを
加速させ、その後も国内外からのツアー公演
が次 と々行われました。1994年にはオペラの
自主制作をスタートし、今日にも受け継がれて
います。

国内だけでなく海外からも様々なバレエ団が
来日し、神奈川県のバレエ文化を盛り上げて
きました。
またクラシック・バレエにとどまらず、県内の
舞踊団体と協働で開催された現代舞踊公演、
コンテンポラリーダンスを取り上げた「コンテ
ンポラリー・アーツ・シリーズ」など、多様な
身体表現が展開されています。

県内にほかの音楽専門ホールができる1990
年代頃までは、オーケストラのコンサート会場
としての役割も担ってきました。神奈川フィル
の定期演奏会は、今でも変わらず県民ホール
で開催され続けています。
オペラ・バレエ・オーケストラを同時に楽しめる

「ファンタスティック・ガラコンサート」は、毎年
多くの観客が訪れる恒例行事となりました。

オペラ オーケストラバレエ・舞踊
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中田恵子　なかた・けいこ

オルガニスト。2021年より神奈川県民
ホール オルガン・アドバイザー。アンドレ・ 
マルシャル国際オルガンコンクール優勝。
キングインターナショナルより、CD「Joy 
of Bach」「Pray with Bach」（第15回
CDショップ大賞2023クラシック賞を受
賞）をリリース。

『オルガン avec バロック・アンサンブル』（2023年）

© Toru Hiraiwa

『C×C（シー・バイ・シー）　作曲家が作曲家を訪ねる旅
vol.6　酒井健治×クロード・ドビュッシー』写真：平舘 平

小ホールの代表的なプログラム
の紹介と、県民ホール オルガン・
アドバイザーの中田恵子さんから
のコメントをお届けします。

小ホールではたくさんのオルガンの
演奏会が開かれ、お昼休みの無料コン
サート、体験型の公演などをいち早く
実施してきました。音響効果の良いオー
プン・ステージ形式を活かした室内
楽や、現代音楽の企画も数多く開催。
また音楽にとどまらず、「県民ホール
寄席」として落語も長年上演されてき
ました。

世代を超えて愛されてきた⾳⾊。
県⺠ホールのパイプオルガンは

国内公⽴ホールで随⼀の歴史があります

オ
ル
ガ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
こ
と
ば

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
50
周
年
。
ホ
ー
ル

設
立
と
同
時
に
導
入
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
社

製
オ
ル
ガ
ン
も
50
歳
を
迎
え
ま
す
。
50
年

前
の
日
本
に
は
オ
ル
ガ
ン
付
き
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
公
立

ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
第
1
号
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
日
本
の

オ
ル
ガ
ン
界
を
牽
引
し
て
き
た
オ
ル
ガ
ン
、

ま
た
小
ホ
ー
ル
と
い
う
親
密
な
空
間
に
鎮

座
す
る
オ
ル
ガ
ン
。
私
は
神
奈
川
県
民

ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

就
任
し
今
年
で
4
年
目
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
オ
ル
ガ
ン
の
特
徴
を
活
か
し
て
何
か
面

白
い
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
信
頼
で
き
る

事
業
課
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
試
行
錯
誤
の

4
年
間
で
し
た
。
な
か
で
も
印
象
深
い
の

が
、
2
0
2
2
年
度
よ
り
始
め
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
企
画
の
〈
オ
ル
ガ
ンavec

〉
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

〝avec

〟
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
〜
と
一

緒
に
」
の
意
味
で
、
オ
ル
ガ
ン
と
「
何
か
」

を
組
み
合
わ
せ
て
お
き
る
化
学
反
応
を
楽

し
も
う
、
と
い
う
企
画
で
す
。
第
一
弾
で

は
、〈
オ
ル
ガ
ンavec

バ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
〉
と
題
し
、
J
．S
．バ
ッ
ハ
の

時
代
に
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー

で
演
奏
さ
れ
て
い
た
室
内
楽
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
中
心

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

舞
台
の
広
さ
が
ち
ょ
う
ど
オ
ル
ガ
ン
・
バ

ル
コ
ニ
ー
く
ら
い
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に

は
当
時
の
様
子
を
覗
い
て
い
た
だ
く
感
覚

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

名
手
揃
い
の
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
オ
ル

ガ
ン
の
音
が
溶
け
合
い
、
芳
醇
な
響
き
に

ホ
ー
ル
が
満
た
さ
れ
た
こ
と
、
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。　

第
二
弾
は
〈
オ
ル
ガ
ンavec

バ
レ
エ
〉。

音
楽
が
B
G
M
に
留
ま
ら
な
い
、
視
覚
的

に
も
バ
レ
エ
と
相
互
に
交
わ
る
舞
台
を
つ

く
っ
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
も
バ

レ
エ
の
衣
装
を
着
て
み
た
り
、
ペ
ダ
ル
ソ

ロ
の
超
絶
技
巧
と
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
足

の
動
き
が
リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
場
面
を
入

れ
た
り
、
そ
れ
ら
の
試
み
は
遠
藤
康
行
さ

ん
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
振
付
・
演
出
の
お
か

げ
で
想
像
以
上
の
効
果
に
つ
な
が
り
、
バ

レ
エ
と
オ
ル
ガ
ン
が
一
体
感
を
も
つ
新
し

い
舞
台
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
挑
戦
に
は
常
に
緊
張
が
伴
い
ま

す
が
、
得
ら
れ
る
も
の
も
大
き
く
、
県
民

ホ
ー
ル
で
の
経
験
一
つ
ひ
と
つ
が
私
に

と
っ
て
宝
物
で
す
。
休
館
後
も
こ
の
オ
ル

ガ
ン
が
、
次
の
50
年
に
向
け
て
歩
み
続
け

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

1975年1月の開館に合わせドイツのヨハネス・クライス社により設置。三段の鍵盤と2024
本のパイプ、音色を調整する30種のストップを備え、バロックから現代まで、幅広いオルガン
音楽に対応しています。当初は舞台右側にありましたが、1990年に音響環境改善工事ととも
に舞台正面に移設され、433席の客席から演奏の様子がより見やすくなりました。オルガンの
仕組みを紹介する企画などを通して、子どもから大人まで幅広い世代に親しまれています。

国内公立ホールで初めて設置された歴史
あるパイプオルガン。少しでも多くの人に親
しんでもらうために企画された無料の「昼休み
パイプオルガン演奏会」は、のちに「プロム
ナード・コンサート」となり、400回以上開催
されてきました。
気軽に楽しめるコンサートだけでなく、本格
的な演奏が聴ける「オルガン リサイタル」
も継続的に開催しています。

室内楽の魅力を、広く県民に届ける
役割も担ってきた小ホール。現代音楽
を扱うシリーズは、「音楽の現在」や

「アート・コンプレックス」といったフ
レッシュな企画が評判を呼び、かたち
を変えながら、観客にも親しまれてきま
した。クラシックの名曲もたびたび演
奏され、チェンバロの魅力を紹介する
企画も定期的に開催しています。

県⺠ホールの
パイプオルガン

オルガン 現代⾳楽・室内楽

小
ホ
ー
ル

写真：青柳 聡
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5Rooms―感覚を開く5つの個展 （2016）
丸山純子『名もなき船のモニュメント』
写真：Takeru KORODA

時代とともに多様な表情を見せてきたギャラリーの歩みを、開館
当初から知る元学芸員の藤嶋俊會さんのコラムでふりかえります。

県内屈指の広い展示室を有する
ギャラリー。
開館当初より現代美術の一つの
発信地として、同時代のアートを
様々な切り口で紹介してきました。

多くの人でにぎわった大規模な国際版画展、
数々のアーティストが名を連ねてきた「現代作
家シリーズ」、パフォーミングアーツとのクロス
ジャンル的な取り組みもこのギャラリーならでは
の魅力です。また県内最大規模の公募展である
「神奈川県美術展」では、延べ約5万人が参加
し、多くの美術愛好者に親しまれてきました。

ギャラリー

巨⼤な吹き抜け空間には
多くのアーティストが挑んできた

芸術への熱い思いが
刻まれています

県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
50
年
を
ふ
り
か
え
る

1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
１
月
17
日
神

奈
川
県
民
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
第
10

回
神
奈
川
県
美
術
展
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
の
会
場
で
開
か
れ
て

い
た
県
美
術
展
を
一
堂
に
会
し
て
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
な
お
会
期

は
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
立
体

造
形
の
前
期
と
工
芸
、
書
、
写
真
の
後
期

の
二
期
に
分
け
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。「
充

実
し
た
日
本
画
」
と
近
代
美
術
館
研
究
員

の
足
立
朗
さ
ん
は
神
奈
川
新
聞
の
「
美
術

展
か
ら
」
で
評
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の

大
賞
は
全
部
門
で
争
っ
て
選
ば
れ
た
、
日

本
画
の
大
山
鎮
「
語
り
」
が
受
賞
し
ま
し

た
。続

い
て
開
館
記
念
事
業
と
し
て
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
特
徴
づ
け
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
初
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
課
長
に
就
任
し

た
柳
生
不
二
雄
さ
ん
は
、
1
9
5
1
（
昭

和
26
）
年
鎌
倉
に
建
設
さ
れ
た
近
代
美
術

館
の
最
初
の
学
芸
員
の
一
人
で
す
。
柳
生

さ
ん
は
美
術
館
に
約
10
年
在
職
後
、
民
間

の
画
廊
経
営
に
携
わ
り
ま
す
。
官
民
双
方

の
経
験
を
活
か
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
方
針

が
着
々
と
実
行
に
移
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

現
代
作
家
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
、
具
体
的

に
は
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
立

体
造
形
、
現
代
工
芸
の
作
家
に
よ
る
作
品

展
の
開
催
、
天
井
高
6

・

5
ｍ
の
展
示
室

を
生
か
し
た
彫
刻
展
の
開
催
、
版
画
は
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
方
式
に
す
る
こ
と
、
5
年

ご
と
に
記
念
展
を
企
画
す
る
こ
と
な
ど
で

し
た
。
決
し
て
理
路
整
然
と
し
た
体
系
に

基
づ
い
て
具
体
案
が
導
き
出
さ
れ
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
柳
生
さ
ん
の
長
年
の
体

験
が
培
っ
た
独
特
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
根

ざ
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
県
立
施
設
の

不
自
由
さ
を
苦
に
せ
ず
、
臨
機
応
変
の
方

法
で
事
業
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
近
代
美
術
館
と
も
異
な
る
道
を
歩
み

な
が
ら
、
し
か
し
す
で
に
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
た
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
肩
を

並
べ
て
、
た
だ
前
進
あ
る
の
み
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
の
で
す
。
神
奈
川
で
は
長
洲

知
事
の
下
で
文
化
行
政
が
様
々
な
分
野
で

議
論
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
で
は
飛
鳥
田

市
長
の
下
で
６
大
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
町
名
の
サ
イ
ン
な
ど
街
の
様
相
が
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
る
の
が
目
に
見
え
て

き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
行
政
が
文
化
に
近
づ

く
こ
と
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
の
が
見

直
さ
れ
、
文
化
の
基
礎
造
り
に
関
わ
る
必

要
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
企
画
展
が
あ
る
と
、
昼
休

み
な
ど
に
知
事
を
招
き
、
作
家
と
一
緒
に

美
術
談
義
の
ひ
と
と
き
を
も
つ
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
開
館
50
年
の
時
間

は
、
そ
う
し
た
先
人
達
の
仕
事
を
ふ
り
か

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
ま

す
。（

元
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

学
芸
員　
藤
嶋
俊
會
）

絵画、彫刻、工芸、インスタレーションなど様々
なジャンルから第一線のアーティストをとりあげ、
現在の企画展への潮流をつくりました。

現代作家シリーズ
1975-1999

芸術総監督・一柳慧のコンセプトの下、
美術と音楽、舞踊などのパフォーミング
アーツを複合的にプロデュースしたシリーズ。

アート・コンプレックス
2007-2015

「神奈川国際版画アンデパンダン展」から、コンクール形式の「神奈
川国際版画トリエンナーレ」へと変革をとげ、「ザ・版画」をはじめ多く
の事業を展開。版画のカナガワとして国際的な広がりをみせました。

神奈川国際版画アンデパンダン展／
トリエンナーレ 1975-2001
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栗原治久　くりはら・はるひさ

1992年にFMヨコハマのDJコンテ
ストで優勝しラジオ業界へ。2001年
からはFMヨコハマの『MORNING 
STEPS』を、2017年から『PRIME 
TIME』を担当。ラジオDJ、クラブDJ、
司会など広く活躍する。

取材・文：猪上杉子写真：大野隆介栗原治久さん
とふりかえる

「カナケン」とポップミュージック

栗
原
さ
ん
は
神
奈
川
と
い
う
土
地
は

﹁
ポ
ッ
プ
ス
の
宝
庫
﹂
と
話
し
ま
す
。

﹁
9
0
0
万
人
以
上
と
い
う
巨
大
な
人

口
を
も
つ
神
奈
川
県
は
、
そ
の
豊
か
な
土

壌
の
お
か
げ
で
、
多
彩
か
つ
豊
富
な
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。
ク

レ
イ
ジ
ー
ケ
ン
バ
ン
ド
、
ゆ
ず
、
矢
沢
永

吉
、
柳
ジ
ョ
ー
ジ
、
秦
基
博
、
瑛
人
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
“
横
浜
サ
ウ
ン
ド
”、
加
山

雄
三
、
南
佳
孝
、
T
U
B
E
、
キ
マ
グ
レ

ン
な
ど
の
顔
ぶ
れ
の
“
湘
南
サ
ウ
ン
ド
”、

そ
れ
に
加
え
て
“
県
央
サ
ウ
ン
ド
”
も
あ

り
ま
す
よ
─
い
き
も
の
が
か
り
な
ど
が

そ
の
代
表
で
す
。
こ
ん
な
に
豊
か
に
音
楽

を
育
ん
で
き
た
土
壌
は
、
ほ
か
に
あ
る
で

し
ょ
う
か
？　

紹
介
し
が
い
の
あ
る
土
地

柄
な
ん
で
す
﹂

た
し
か
に
﹁
カ
ナ
ケ
ン
﹂
の
舞
台
出
演

者
に
も
大
勢
の
神
奈
川
出
身
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
に
ぎ
や
か
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
舞
台
を
﹁
ホ
ー
ム
﹂
と
呼
ん
で
全
国

ツ
ア
ー
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
こ
こ
で
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
い

る
の
だ
と
か
。

ま
た
、
邦
楽
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
音
楽
の
聖
地
で
も
あ
っ
た
横

浜
・
山
下
町
界
隈
。

﹁
そ
も
そ
も
横
浜
は
洋
楽
文
化
発
祥
の

地
で
す
か
ら
ね
。
東
京
に
こ
ん
な
に
近
い

の
に
、
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
こ
ぞ
っ

て
カ
ナ
ケ
ン
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い

ト
が
目
標
と
す
る
﹃
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
﹄

と
い
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
知
っ
た
フ
ァ

ン
が
﹃
つ
い
に
生
で
会
え
る
﹄
場
所
で
も

あ
る
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
と
っ
て
も
同
じ
で
、
現
代
で
は
貴

重
な
、
直
接
の
体
験
と
交
流
が
で
き
る
場

所
。﹃
カ
ナ
ケ
ン
﹄
は
そ
ん
な
最
高
の
瞬
間

を
迎
え
る
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
音
楽

シ
ー
ン
を
活
気
づ
け
続
け
て
き
た
ん
で
す

よ
ね
、
50
年
に
も
わ
た
っ
て
。
敬
意
を
感

じ
ま
す
！
﹂

ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
テ
レ
ビ
神
奈
川︵
T
V
 

K
︶に
も
洋
楽
番
組
が
数
多
く
あ
っ
て
、
僕

も
そ
の
司
会
を
務
め
て
洋
楽
も
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。
横
浜
は
、
そ
し
て
カ
ナ
ケ
ン

は
洋
楽
文
化
も
ま
た
け
ん
引
し
て
き
ま
し

た
よ
ね
﹂

洋
楽
・
邦
楽
問
わ
ず
数
多
く
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
を
紹
介
し
続
け
た
横
浜
の
放
送

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
。
で
は
、

両
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

﹁
か
つ
て
ラ
ジ
オ
は
新
し
い
音
楽
を
真
っ

先
に
紹
介
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
楽
曲
リ
リ
ー
ス
を
す
る

た
び
に
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
宣
伝
担
当
者

は
新
人
の
ラ
ジ
オ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

大
事
に
考
え
て
売
り
込
ん
で
き
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
は
、
ラ
ジ
オ
は
感
情
・
情
緒

の
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
、
D
J
が
﹃
い
い
曲

だ
よ
﹄﹃
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
最
近
の
お

気
に
入
り
﹄
と
話
す
と
、
リ
ス
ナ
ー
の
心

に
響
く
と
い
う
効
果
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
す
。
近
年
は
そ
の
役
割
は
S
N
S
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
譲
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
が
、
今
で
も
ラ
ジ
オ
と
い
う
媒
体
を
大

切
に
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
た
く
さ

ん
い
る
理
由
は
、
ラ
ジ
オ
が
声
を
通
し
て

の
一
対
一
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
緒
で
結
ば

れ
た
関
係
性
を
大
事
に
し
て
い
る
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
。

そ
し
て
﹃
カ
ナ
ケ
ン
﹄
は
ア
ー
テ
ィ
ス

県民ホールはポピュラーミュージック関係者の
間では「カナケン」の愛称で知られます。この
50年間に多彩かつ多数のアーティストたちが
舞台を彩ってきました。
FMヨコハマで『MORNING STEPS』『PRIME 
TIME』のDJを歴任し、長くこの地域における
音楽シーンを見守り、紹介役を担ってきた栗原
治久さんにインタビュー。放送メディアという
立場からみた神奈川のポピュラー音楽の隆盛
ぶり、「カナケン」の舞台に立つことの意味など、
お話しいただきました。
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バ
イ
）」
の
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。

過
去
の
作
曲
家
と
現
在
の
若
い
作
曲
家
の
対

話
、
い
わ
ば
ね
じ
れ
た
二
人
展
で
あ
る
「
C

×

C
」
は
、
第
１
回
の
「
山
本
裕
之
×
武
満
徹
」

か
ら
3
年
を
経
て
順
調
に
続
い
て
お
り
、
幸
い

に
し
て
、
す
で
に
首
都
圏
の
現
代
音
楽
フ
ァ
ン

の
誰
も
が
知
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

中
田
恵
子
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
た
オ

ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ
で
も
新
し
い
試
み
が
次
々
に

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
ホ
ー
ル
に
新
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
う
。

現
代
ア
ー
ト
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
と
は
何

だ
ろ
う
か
。
意
志
、
技
術
、
知
性
、
批
評
性
、
企

み
、
政
治
性
、
粘
り
強
さ
…
…
等
々
。
ど
の
点

に
重
み
を
置
く
か
は
ひ
と
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

何
よ
り
大
事
な
こ
と
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
生
活
や
実
存
に
、
あ
る
種
の
摩
擦
が

も
た
ら
さ
れ
る
点
だ
ろ
う
。
摩
擦
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
た
だ
の
の
っ
ぺ
り
し
た
日
常
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
意
味
で
こ
こ
数
年
、
4
0
0
席
ち
ょ
っ

と
の
サ
イ
ズ
を
も
つ
こ
の
ホ
ー
ル
は
―
小
さ

い
な
が
ら
も
―
ち
ょ
っ
と
し
た
摩
擦
の
発
信

地
に
な
り
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
メ
イ
ン
の
大
ホ
ー
ル
。
や
は
り
６

年
前
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
取
り
組
み
は
じ
め
た
の

中
華
街
の
駅
で
地
下
鉄
を
降
り
る
。

細
い
道
を
数
分
歩
い
て
、
自
転
車
シ
ョ
ッ
プ

や
蕎
麦
屋
の
向
か
い
側
の
入
り
口
か
ら
、
ホ
ー

ル
の
建
物
へ
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
正
面
に
見
な
が

ら
左
手
の
階
段
を
の
ぼ
る
と
…
…
。
正
面
の
ガ

ラ
ス
窓
の
向
こ
う
は
海
な
の
だ
。
早
く
着
き
過

ぎ
た
時
に
は
そ
の
ま
ま
海
側
の
ド
ア
か
ら
出
て
、

左
手
の
ほ
う
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
屋
の
テ
ラ
ス
席

で
本
を
読
む
こ
と
も
あ
る
。

メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
が
２
階
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
ど
こ
か
宙
づ
り
の
よ
う
に
も
見

え
る
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
中
華
街
と
海
と
い
う
、

二
つ
の
異
界
に
向
け
て
入
口
／
出
口
が
し
つ
ら

え
ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
な
ん
と
も
個
性

的
な
存
在
だ
。
こ
ん
な
不
思
議
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ホ
ー
ル
が
ほ
か
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？

お
よ
そ
６
年
前
、
芸
術
総
監
督
の
一
柳
慧
さ

ん
に
ご
推
薦
を
い
た
だ
い
て
、こ
の
宙
づ
り
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
に
皆
で
話
し
あ
っ
た
の
は
、
い
か
に
し

て
小
ホ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
増
す
か
。
使
い

や
す
い
サ
イ
ズ
の
は
ず
な
の
に
、
も
う
ひ
と
つ

ピ
リ
ッ
と
し
た
存
在
感
が
発
揮
で
き
て
い
な
い
。

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が「
C
×（
シ
ー
・

が
、
開
館
50
周
年
記
念
と
な
る
大
規
模
な
総
合

芸
術
作
品
の
上
演
だ
っ
た
。
当
初
、
単
に
「
オ

ペ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
企
画
は
、
し
か

し
、
単
な
る
オ
ペ
ラ
で
は
な
く
何
ら
か
の
「
新

し
さ
」
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と

い
う
総
監
督
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
二
転
三
転

し
、
結
果
と
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
オ
ペ

ラ
な
ら
ざ
る
オ
ペ
ラ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ス

の
「
浜
辺
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
だ
っ
た
。

日
本
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
自
体
30
年
ぶ
り
な

の
に
く
わ
え
て
、
そ
も
そ
も
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
演
出
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
の
作

品
（
グ
ラ
ス
と
の
共
作
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
）
を
、
平
原
慎
太
郎
の
新
演
出
で
行

う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
か
な
り
冒
険
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
多
く
の
方
々
の
献
身
的
な

努
力
が
実
っ
て
、
2
0
2
2
年
に
こ
の
企
画
は

成
就
し
た
―
初
日
の
前
日
に
一
柳
総
監
督
が

こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
予
想
外
の

哀
し
い
出
来
事
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。

あ
れ
か
ら
２
年
、
本
年
の
10
月
に
は
こ
の
50

周
年
企
画
の
第
二
弾
と
し
て
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー

レ
・
シ
ャ
リ
ー
ノ
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
が
上

演
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
オ
ペ
ラ
な
ら
ざ
る
オ

ペ
ラ
で
あ
り
、
一
柳
総
監
督
の
見
え
ざ
る
意
志

の
賜
物
と
い
っ
て
よ
い
。

総
監
督
は
同
時
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
性
化

も
常
に
気
に
か
け
て
お
ら
れ
た
。
宙
づ
り
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
の
地
下
部
分
に
位
置
す
る
広
大
な
空
間

で
音
楽
の
演
奏
を
行
な
う
こ
と
を
彼
は
好
ん
で

い
た
が
、
考
え
て
み
れ
ば
若
き
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
前
衛
美
術
家
た
ち
と
親
し
く
付
き
合
っ
た

彼
に
と
っ
て
、
美
術
や
音
楽
は
個
々
の
独
立
し

た
存
在
で
は
あ
り
得
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
混

交
こ
そ
が
自
然
な
姿
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の

だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
現
実
化
す

る
場
所
と
し
て
、
県
民
ホ
ー
ル
以
上
の
場
所
は

日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

さ
て
、
一
柳
総
監
督
が
こ
の
世
を
去
っ
た
あ

と
、ま
る
で
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
し
て
県
民
ホ
ー

ル
も
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

人
間
と
同
じ
く
建
築
も
古
び
て
ゆ
く
か
ら
、
寿

命
が
来
る
の
は
必
定
。
し
か
し
、
建
物
が
な
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
二
つ
の
異
界
に
挟
ま
れ
た

こ
の
ホ
ー
ル
の
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
―
す
な
わ

ち
地
霊
―
は
け
っ
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

遠
か
ら
ぬ
日
に
、
こ
こ
に
ま
た
新
し
い
異
物
が

誕
生
し
、
さ
ら
に
大
き
な
摩
擦
を
引
き
起
こ
す

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

沼
野
雄
司（
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
・
音
楽
堂 

芸
術
参
与
）

異
界
に
挟
ま
れ
た
、宙
づ
り
の
ヴ
ェニ
ュ
ー

COLUMN
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取材・文：編集部　写真：加藤 甫

＊1　神奈川県民ホール開館50周年記念オペラシリーズ
Vol.1　ロバート・ウィルソン／フィリップ・グラス『浜辺のアイン
シュタイン』　〈一部の繰り返しを省略したオリジナルバージョン
／新制作／歌詞原語・台詞日本語上演〉（2022年）

─
『
浜
辺
』
を
演
出
さ
れ
て
2
年
ほ
ど
が
経
ち

ま
し
た
。
県
民
ホ
ー
ル
で
の
制
作
は
い
か
が
で

し
た
か
？

県
民
ホ
ー
ル
の
舞
台
は
横
長
で
間
口
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
っ
て
日
本
の
絵
巻
物
と

似
て
い
る
な
と
。
絵
巻
物
は
、
巻
物
を
と
き
な

が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
ん
で
い
く
も
の
だ
け
れ

ど
、
も
う
一
つ
面
白
い
の
が
、
全
部
開
き
切
っ

た
ら
古
い
時
間
と
新
し
い
時
間
が
一
緒
に
描
か

れ
て
い
る
こ
と
。
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
木
津
潤
平

さ
ん
と
こ
ん
な
風
に
話
し
を
し
た
こ
と
が
、
な

る
べ
く
横
向
き
に
進
ん
で
い
く
よ
う
な
最
初
の

演
出
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
舞
台
で

は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
た
ち
と
一
緒

に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
僕
が
考
え
る
劇
場
像

の
よ
う
な
も
の
を
実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ど
の
層
の
観
客
に
も
何
か
フ
ィ
ッ
ト
で
き
る
要

素
が
あ
っ
て
、
新
た
な
何
か
に
出
会
え
る
。
そ

う
い
う
構
図
を
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
が
ど
ん
ど

ん
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

─O
rganW

orks

の
公
演
で
は
、
劇
場
空

間
へ
の
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

今
年
の
新
作
公
演
で
は
終
演
後
に
ロ
ビ
ー
を

ひ
ら
き
、
出
演
者
や
観
客
同
士
が
公
演
に
つ
い

て
話
し
合
え
る
場
づ
く
り
を
試
み
ま
し
た
。
劇

場
を
誰
も
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
に
し
た
い
ん

で
す
。
劇
場
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
市
民
の
生
活
に
根

づ
い
た
公
立
劇
場
を
見
た
こ
と
が
大
き
い
で

す
。
特
別
な
体
験
が
日
々
の
生
活
の
な
か
に
溶
け

込
ん
で
い
て
、
市
民
と
プ
ロ
が
触
れ
合
え
る
機
会

も
あ
る
。
自
分
が
関
わ
る
公
演
も
そ
う
い
う
も
の

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
は
S
N
S
な
ど
で

ダ
ン
ス
や
音
楽
に
容
易
に
触
れ
ら
れ
ま
す
が
、
知

る
こ
と
は
で
き
て
も
体
感
で
き
る
場
所
は
多
く
な

い
。
そ
こ
に
劇
場
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
た
だ
つ
く
り
た
い
も
の
を
見
せ
る
の

で
は
な
く
、
劇
場
と
い
う
場
を
い
か
に
理
解
し
て

向
き
合
え
る
か
、
常
に
お
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
次
に
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ま
た
オ
ペ
ラ
を
や
り
た
い
で
す
。﹃
浜
辺
﹄
で
自

分
の
幅
が
広
が
っ
た
し
、
僕
が
専
門
と
す
る
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
は
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の

機
能
と
機
能
、
そ
し
て
人
と
人
を
結
ぶ
架
け
橋
に

な
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
育
っ
た

自
分
だ
か
ら
こ
そ
、
総
合
芸
術
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

PROFILE

クラシックバレエ、ヒップホップのキャリアを経て
コンテンポラリーダンスの専門家としてダンサー、
振付家、ステージコンポーザー、作家など多分野で活動。
シアターカンパニー「OrganWorks」主宰。
自作品発表のほかに前川知大などの演劇作品にステージングとして参加。
またDancing Glass（イタリア）での作品発表など海外での活動も多い。

音楽、言葉、美術、建築など多方面に関心を広げ、

新しい表現を追求し続けるダンサーの平原慎太郎さん。

2022年にオペラ『浜辺のアインシュタイン』（以下『浜辺』）＊1の新演出・振付を手がけ、

好評 を博しました。県民ホールでの制作や劇場への思いをお話しいただきました。

平 原 慎 太 郎 Shintaro Hirahara
ダンサー／ 振 付家

特
別
な
体
験
を
日
々
の
生
活
の
な
か
に

劇
場
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
た
い
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取材・文：編集部　写真：やなぎみわ

ライブパフォーマンス『MM』（2019年）
構成・演出：やなぎみわ　出演：高山のえみ
音楽：内橋和久　写真：bozzo　

『女神と男神が桃の木の下で別れる』（2019年）

─
「
神
話
機
械
」
は
国
内
５
会
場
を
め
ぐ
り

ま
し
た
。
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示

は
い
か
が
で
し
た
か
。

空
間
が
一
番
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
面
白
か
っ
た

で
す
。
各
地
の
公
立
美
術
館
っ
て
、
独
特
の
か

た
ち
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
す
ご
く
劇
場
的
な
感
じ
が
し
て
。
神

話
を
演
じ
る
4
台
の
マ
シ
ン
﹃
神
話
機
械
﹄
を

展
示
し
た
吹
き
抜
け
で
、
一
人
芝
居
と
音
楽
の

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
い
ま
し
た
が
、

空
間
の
つ
く
り
方
を
ほ
か
の
会
場
と
は
け
っ
こ

う
変
え
た
ん
で
す
。
お
客
さ
ん
は
バ
ル
コ
ニ
ー

か
ら
も
見
下
ろ
せ
る
し
、
見
え
方
が
全
然
違
う

か
ら
。

福
島
の
夜
の
果
樹
園
で
撮
影
し
た
桃
の
写
真

作
品
﹃
女
神
と
男
神
が
桃
の
木
の
下
で
別
れ
る
﹄

を
展
示
し
た
部
屋
は
、
壁
を
黒
く
塗
れ
た
の
で

県
民
ホ
ー
ル
の
展
示
が
一
番
暗
く
、
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
完
成
度
が
高
い
も
の
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
K
A
A
T
で
は
や
な
ぎ
さ
ん
の
演
劇
作
品

の
上
演
や
、
ス
テ
ー
ジ
ト
レ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
っ
て
お
り
、
横
浜

と
の
ゆ
か
り
が
深
い
で
す
ね
。

2
0
2
2
年
に
逝
去
さ
れ
た
芸
術
総
監
督
の

一
柳
慧
さ
ん
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
一
柳
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
面
白
い
経
験

を
今
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
。
そ
の
一
つ

が
2
0
1
9
年
度
に
始
ま
っ
た
大
岡
信
賞
の
審

査
員
で
す
。
一
柳
さ
ん
と
審
査
会
で
ご
一
緒
で
き

た
の
は
一
度
き
り
で
し
た
が
、
ほ
か
の
審
査
員
は

み
な
文
学
者
の
な
か
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い

ま
す
。
美
術
作
品
は
物
語
で
は
な
く
、
詩
に
近
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
岡
信
さ
ん
も
一
柳

さ
ん
も
、
美
術
や
文
学
、
音
楽
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
に
垣
根
を
も
た
な
い
方
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

県
民
ホ
ー
ル
も
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
総

合
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

─
や
な
ぎ
さ
ん
は
横
浜
と
同
じ
く
、
港
町
の
神

戸
生
ま
れ
で
す
ね
。

こ
の
エ
リ
ア
に
来
る
と
す
ご
く
懐
か
し
い
ん
で

す
よ
。
ト
レ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
舞
台
車

が
台
湾
か
ら
船
で
本
牧
ふ
頭
に
入
っ
た
時
は
感
動

し
ま
し
た
。
そ
こ
へ
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
が
迎
え

に
行
っ
て
、
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
K
A
A
T
の
前

を
通
り
過
ぎ
て
新
港
ピ
ア
に
走
っ
て
い
く
。
港
っ

て
、
そ
う
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
荒
々
し
さ
が

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
港
町
の
気
風
は
作
り
手

と
し
て
も
魅
力
に
感
じ
る
し
、
ア
ー
ト
に
も
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

1990年代から『エレベーターガール』などの写真シリーズで注目を浴び、 2010年代は演劇

プロジェクトや野外劇、 最新作では鉄作品のインスタレーションを手がけるやなぎみわさん。

美術家とは何かを問うように、型破りな表現に挑み続けてきたアーティストです。県民ホール

ギャラリーでは 2019年に、大規模個展「神話機械」を発表しました。

こ
れ
か
ら
の
県
民
ホ
ー
ル
も
、

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
く

1993年エレベーターガールをテーマにした作品で初個展、
以後国内外で個展多数。

2009年第53回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展の
日本館代表作家。

2011年より演劇活動を開始し、
近代美術の黎明期をテーマに美術館や劇場で公演、

北米ツアーも果たす。
2019年個展「神話機械」が美術館巡回。

台湾製の特殊車両による野外巡礼劇『日輪の翼』は、
2016年横浜初演、2019年神戸では海上公演が実現した。

近年は台湾にて野外歌劇も作演出している。

PROFILE

や な ぎ み わ Miwa Yanagi
美 術作家 ／舞台演出家
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50
周
年
に
寄
せ
て

M
essage
開館から50年、第一線で活躍するアーティストに「会える場」としての役割を担って
きた県民ホール。アーティストたちの熱量あるパフォーマンスは、現在も多くの観客
を魅了し続けています。またプロフェッショナルだけでなく、県民の発表の場としても
ひらかれてきました。
県民ホールとゆかりの深いアーティストや団体の皆さまからコメントをいただきました。

沢田研二
世界中のホールの中で神奈川県民ホールは僕のBEST2のホールです。音の響きが素晴
らしいのは勿論、ステージ上からの満員の客席は絶景なのです。もう一つ、世界最長？
のステージ幅、ステージセンターから上下（かみしも）に走ってもまだ端まで行けな
いと毎回思ったものです。今の僕にはとてもハードなホールなのですが大好きなホー
ルです。まだまだ楽しい想い出を神奈川県民ホールで創りたいものです。

清水哲太郎・森下洋子（松山バレエ団）

神奈川県民ホールが地球、人類の常識を超え、時代を越え、次々と新鮮
な文化芸術を宇宙に届けと奮闘して来て下さった歴史が、たくさんの人々
の希望と幸せを育んでくださいました。そして私達芸術家の魂の底に、人
間を愛する心を産み付けてくださった感謝は、計り知れません。神奈川
県民ホールが存在している限り私達は恐れを知りません。なぜならこの
劇場が、私たちに愛するとは何　と教えてくれたのですから。 

千田 豊（神奈川県吹奏楽連盟 理事長）

50年前の3月、開館したばかりの神奈川県民ホール
にて、東京フィルハーモニー交響楽団の演奏による
ドボルザークのレクイエムを聴きました。音響の良
さは言うまでもなく、ロケーションの素晴らしさは、
国内随一でした。
神奈川県吹奏楽連盟は、3月16日に開館記念行事の
一つとして、「県民吹奏楽の集い」を実施、それ以降、

吹奏楽コンクール神奈川県大会を始め、関東大会、
東関東大会、全日本大会等、数々の大会や記念行事
をこの県民ホールで開催してきました。吹奏楽と合
唱による総勢400名超で演奏したことなど、県民ホー
ルでの思い出は、尽きることがありません。
我が心のふるさと、神奈川県民の心のふるさと…
一日も早く、また会えることを切に願っています。

及川光博（ミュージシャン・俳優）

50周年、おめでとうございます！　ミッチーです！
大学時代、横浜でアルバイトをしていた私にとって、カナケンは憧れの会
場でした。そしてデビューから数年後、初めてそのステージに立てたとき
は、まさに夢が叶った瞬間でした。以来20年以上、毎年お世話になってい
ます。音響もとても良く、客席の拍手喝采も大きく響いて、感動を与える
べき立場ながらいつも感動をいただいています。ビバ！カナケン。
ちゃおー⭐

Chiharu Shiota
Berlin, 2023
Photo by Sunhi Mang

塩田千春（現代美術家）

神奈川県民ホール50周年おめでとうございます。1500平米の
ギャラリー空間の5部屋すべてを使って「沈黙から」という
個展をさせていただいてから17年。今思えば私がアーティス
トとしての活動の場を広げるきっかけとなったのがこの展覧
会でした。この展覧会があったからこそ、今の私があると思っ
ています。本当に心から感謝しています。
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沼尻竜典（神奈川フィルハーモニー管弦楽団 ⾳楽監督）

小学生の頃、母に連れられていった県民ホールで、小澤征爾指揮の「ボリス・
ゴドゥノフ」の公開リハーサルを見学したのがオペラ初体験だった。
それから数十年後、十年も続けて自分がその場所でオペラを演奏することに
なろうとは。
東日本大震災で中止になった「アイーダ」は、新規オープンに是非考えてい
ただきたい。
ピットにはぜひ神奈川フィルを

下田 等（株式会社ケーエムミュージック 代表取締役）

県民ホール「開館50周年」おめでとうございます。
春夏秋冬を演出してくれる公園通りの銀杏並木、隣接する「神奈川県民ホール」。
師匠「寺内タケシ」さんのコンサートで初めて利用してから「45年」
多くの演者さんや足を運んでいただいたお客様と夢や感動を共にしてきました。
この思い出深き「芸術文化施設」に感謝！

鈴木和子（神奈川県芸術舞踊協会 会長）

開館の翌年1976年より共同主催、1994年よりは共催を頂き毎年大ホールにおいて
公演を開催してまいりました。
舞台の「立端(たっぱ)」の高さを活かした大掛かりな舞台装置は今でも見ること
ができますが、開館当初は「せり」「スライディング」の舞台機構をフルに活用し
た作品もあり、お客様はもとよりダンサー達にとっても魅力的な舞台であり劇場
でした。無くなってしまうことを惜しみつつ感謝の気持ちを捧げます。

黒田 博（二期会幹事長）

神奈川県民ホール開館50周年おめでとうございます。
この伝統ある舞台に於いて2001年から数々のオペラ作品に出演させて
いただきましたが、2015年には黛敏郎「金閣寺」に出演いたしました。
舞台稽古初日に、舞台上に燦然と輝く金閣寺が現出したときは、出演
者全員から歓声があがり、興奮したことを覚えています。今後も独自
性のある企画が展開されることを願っています。

髙橋真梨子
開館50周年おめでとうございます。
横浜の海沿いに凛として佇む神奈川県民ホールは、ナンバーワンと
言っていいくらい私の中では大好きなホールです。ホワイエから見
えるきれいな海や夜景は、訪れた人々の記憶に残っていることでしょ
う。会場で過ごした特別な時間が、私の歌とともに観客の皆様の思
い出の1ページに刻まれていたら嬉しいです。

柳澤涼子（NPO 法⼈横浜シティオペラ 理事長）

神奈川県民ホール創立50周年、まことにおめでとうございます。
私ども横浜シティオペラはもう40年近くのお付き合いになるかと思いま
す。神奈川オペラフェスティバルや歌曲コンサート等の開催に際し、い
つも暖かくお支え下さいましたこと感謝にたえません。神奈川県の芸術
文化の発信地として更なるご発展を願い、心よりお祝い申し上げます。

©Keiichi Kimura
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千田善道（有限会社神奈川芸術協会 代表取締役）

かつて世界の一流劇場の絢爛豪華な舞台装置が横浜港で陸揚げされ初日
を迎える、まさに日本の舞台芸術の最先端を担ってきた功績ははかり知
れません。
神奈川県民ホール開館の2年後、神奈川芸術協会も横浜の地に誕生しま
した。
お客様に育てられながら神奈川県民ホールと共に歩んできた50年です。
開館50周年おめでとうございます。

濱永廣生（ごらく茶屋）

あっという間の、あれから50年
“泉谷しげるライブ”（1975年2月4日）からのお付き合い。
「まるで運動会に来たようだな」と苦笑いされた大ホール。
横浜労音からハマ音、そしてごらく茶屋までの50年。
大・小ホールで国内外の多彩な企画が実現出来た。
中でも43年、421回続いた小ホールでの“県民ホール寄席”は宝物だ。
再館への期待も込め、50年ありがとう！

五木ひろし
開館50周年おめでとうございます。神奈川県民ホールでは、
1976年から約半世紀、数多くコンサートをさせて頂きました。
ファンの方たちにとっても馴染み深いですし、歌手生活60周
年のコンサートも開催するなど、私の歌手人生にも欠かせな
い会場です。これからも変わらずお客様を温かく迎えてくれ
る会場であることを願います。

メッセージをありがとうございました。
ここでご紹介できたのはほんの一部の方々です。これまでたくさんのアーティスト、ご利用者・団体の皆さま、
そして何よりご来館くださいました皆さまに支えられ、県民ホールは来年50周年を迎えます。令和7年4月以降は
老朽化のため休館となりますが、これまで長きにわたるご愛顧、ご来場に心より御礼申し上げます。

（神奈川県民ホール支配人　赤江直美）

斎藤友佳理（東京バレエ団 団長）

開館50周年おめでとうございます。横浜育ちの私にとって、神奈川県民
ホールは幼少期に本物のバレエとの出会いをもたらしバレエへの道を促
してくれた場所であり、また再起不能とまで言われた怪我からの復帰を
果たした、二重の意味で原点と言える劇場です。かつて西洋文化の入口
であった街と劇場の誇りのもと、ますますの発展をお祈り申し上げます。

写真：引地信彦

砂川涼子（藤原歌劇団）

この度は、50周年おめでとうございます。これまで、多くの
素敵なアーティストの方が、神奈川県民ホールの舞台に立つ
事を目標に精進されてきたことと存じます。私もその中の1
人です。これからも県民の皆さまと共にある存在感のあるホー
ルとして、素敵な公演を楽しみに、神奈川県民ホールのご発
展を心から願っております。©Yoshinobu Fukaya
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【禁無断転載・複写】無料配布　
※本誌掲載情報は2024年9月5日現在のもの

ご支援のお願い
神奈川芸術文化財団は、心豊かな芸術文化の創造に寄与するとともに、神奈川の地から世界に向けてその発信を図ることを使命として活動しております。
活動の継続にはご支援が大きな支えになります。皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

〇賛助会員：1年を通じて事業全般にご支援をいただきます。 個人賛助会員：30,000円（1口／1年）　法人賛助会員：100,000円（1口／1年）
〇個別協賛：当財団が主催する特定の公演・事業にご支援をいただきます。 個人：30,000円〜　法人：100,000円〜
〇オンライン小口寄付：1,000円からクレジットカードで気軽にご寄付いただけます。

お問い合わせ・お申し込み
（公財）神奈川芸術文化財団　経営企画課　　https://www.kanagawa-arts.or.jp/support　電話：045-222-0551（9:00〜17:00／土日祝日・年末年始を除く）

賛助会員の特典
〇ご芳名を掲載します。〇財団主催公演のなかから選定した公演にご招待いたします。〇主催公演のチケットを10％引きでご購入いただけます。〇限定イベントにご招待いたします。
〇神奈川芸術プレス（年2回発行）をお送りします。〇最新のチケット情報をメールでお送りします。

能舞台協賛：ナイス株式会社
個別協賛：アートコートギャラリー / 株式会社アートフロントギャラリー / アクセンチュア 芸術部／Accenture Art Salon / 味奈登庵 / 株式会社ルーク / 匿名 1社
協力：株式会社崎陽軒 / 日本化工機材株式会社 / 株式会社富士住建
一般寄付：匿名 3名　

［協賛・協力・寄付］

法人賛助会員：株式会社アクトエンジニアリング / アズビル株式会社 / 学校法人岩崎学園 / 株式会社ヴォートル / 株式会社エス·シー·アライアンス / 株式会社ＮＨＫアート / 鹿島建設株式会社横浜支店 / 
株式会社勝烈庵 / 一般財団法人神奈川県教育福祉振興会 / 株式会社神奈川孔文社 / 株式会社神奈川保健事業社 / 神谷コーポレーション株式会社 / カヤバCS 株式会社 / 川本工業株式会社 / 
株式会社共栄社 /株式会社KSP / 株式会社合同通信 / 株式会社ジェイコム湘南·神奈川 / 株式会社シグマコミュニケーションズ / 株式会社清光社 / 株式会社テレビ神奈川 / 東工株式会社 / 日成工事株式会社 / 
日生商工株式会社 / 日総ブレイン株式会社 / 日本発条株式会社 / 株式会社野毛印刷社 / パナソニックEWエンジニアリング株式会社 / Piascore株式会社 / 平安堂薬局 / 株式会社ホテル、ニューグランド /
一般社団法人本牧関連産業振興協会 / 丸茂電機株式会社 / 三沢電機株式会社 / 森平舞台機構株式会社 / ヤマハサウンドシステム株式会社 / 株式会社有隣堂 / 株式会社豊商会 / 株式会社ユニコーン / 
株式会社横浜アーチスト / 横浜信用金庫 / 弁護士法人横浜パートナー法律事務所 / 横浜ビルシステム株式会社 / 株式会社ワイイーシーソリューションズ / 匿名 3社
永年個人賛助会員：延命政之 / 小山明枝
個人賛助会員：味田健一 / 小川 浩 / 黒瀬博靖 / 鈴木真由美 / 髙岡俊之 / 高野伊久男 / 田中浩司 / 戸張 実 / 中澤守正 / 橋本尚子 / 松森 繁 / 山口健太郎 / 匿名 6名

［賛助会員］

五十音順・敬称略（2024年9月1日現在）（公財）神奈川芸術文化財団 賛助会員・協賛・協力・寄付 ご芳名

神奈川芸術プレス　vol.165　発行：公益財団法人神奈川芸術文化財団　TEL：045 -222-0551
2024年（令和6年）9月26日　発行　

企画・制作：公益財団法人神奈川芸術文化財団、株式会社ボイズ
編集：及位友美・安部見空（voids）　企画協力：山﨑健太
デザイン：岡部正裕（voids）＋三浦佑介（shubidua）　イラストレーション：白尾可奈子　校正・校閲：聚珍社　印刷：深雪印刷

1． 神奈川芸術プレスはいかがでしたか。ご意見・ご感想を教えてください。
2． 今号で印象に残った記事を教えてください。
3． 次号以降、読んでみたい特集テーマがあれば教えてください。
4． 今気になっている「ひと」や「こと」、「場所」などがあれば教えてください。
5． 神奈川芸術プレスをどちらでお手に取りましたか？

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

神奈川芸術プレス
WEB版はこちらから

応募方法： 「WEBアンケートフォーム」もしくは「はがき」に、
 アンケートの回答とメールアドレスを明記のうえ、ご応募ください。

WEBアンケートフォーム： https://krs.bz/kanagawaaf/m/kap_165 

はがき郵送先： 〒231-0023　横浜市中区山下町3-1
 （公財）神奈川芸術文化財団 神奈川芸術プレス読者アンケート係

回答期限／はがき必着：2024年11月30日（土）

当選発表：厳正なる抽選のうえ、当選者の発表はメール送信をもってかえさせていただきます。
・ 当選に関するお問い合わせには回答いたしかねます。
・ 当選通知メールは、kaf@kanagawa-af.orgのアドレスから送付予定です。
 上記ドメインからのメールを受信できるよう、設定をご確認ください。
・ メールアドレスの間違い等でメールが送信できない場合は、当選を無効にさせていただく場合があります。
 ※お申し込み時にいただいた個人情報は、当選通知以外の目的には使用いたしません。

WEBアンケート
フォームはこちら

公演の詳細は
こちら

神奈川芸術プレス（vol.165）をお読みいただき、ありがとうございました。アンケートにお答えいただ
いた方のなかから、抽選で1組2名様を下記公演にご招待いたします。今後の誌面づくりに生かすため、
ぜひご意見・ご感想をお寄せください。
　2025年2月23日（日）14:00開演　神奈川県立音楽堂「濱田芳通＆アントネッロ　モンテヴェルディ オペラ

『オルフェオ』新制作　イタリア語上演　日本語字幕付き　全5幕」

神奈川芸術プレス　読者アンケート

「濱田芳通＆アントネッロ　モンテヴェル
ディ オペラ『オルフェオ』新制作　イタリア
語上演　日本語字幕付き　全5幕」 
古楽の新世界を幕開けた天才、濱田芳通＆アントネッロ
が、オペラの原点『オルフェオ』に躍動する命を注ぎ込む！ 

指揮：濱田芳通　演出：中村敬一　
出演：
坂下忠弘（オルフェオ）　

岡﨑陽香（エウリディーチェ）　

中山美紀（ムジカ／プロゼルピナ／ニンファ）　

彌勒忠史（メッサジェーラ／精霊）　

中嶋俊晴（スペランツァ／牧人／精霊）
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